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道徳
・「導入ー展開ーまと

め」と組み立て、実態を

踏まえ動作化や役割演技

を取り入れていく。

・対話を通して、「自分

ごと」として多面的・多

角的に捉え自己の生き方

について考えられる時間

を設ける。

・道徳的価値を捉えるた

めに、具体的な場面を想

定させて児童が「自分ご

と」として考えられるよ

うにする。

・話し合い活動を取り入

れ、考えを共有し、多様

な考えに触れ、深い学び

の実現を図る。

普段の学習状況より

・自分の考えや思いを根拠立てて、相手に伝えることが難しい。

・友達の考えを、最後までしっかりと聞くことができない児童がいる。

・課題解決の方法を、筋道を立てて考え、表現することを苦手としている。

全国学力・学習状況調査より

・課題を自ら発見したり、課題解決に向けた方策を自分で考えたりすることが苦手な児童が多い。

・国語では、端的な問題は正答率が高いが、複数の資料を関連付けながら正答に導くことに課題があった。

・算数では、端的な問題は正答率が高いが、回答の根拠を自分の言葉で説明することに課題がある。

・理科においては、既習事項の定着に課題があった。

・一人での学習や友達と

取り組むことなどの学び

方の選択をさせること

で、主体的な学びと協働

的な学びを実現させてい

く。

・生活や社会との関連を

もつ教材を選択し、音楽

を愛好する心情を育て

る。

・題材の提示した時に、

どのような事が出来るの

かを示し、発想が広がり

やすい展開を設定する。

・一人一人に合ったペー

スで活動を行い、見つけ

た楽しさや喜びを他者と

共有する機会を積極的に

設ける。

・課題解決のために何が

必要かを考える力を高め

るため、ICTの活用や場

を選択させる。

・協働的な学びの視点と

して、自分や友達の動き

を見合ったり伝え合った

りする活動を意図的に設

定する。

・話し合いや聞く目的を

明確にして互いの考えを

共有することで、協働的

な学びの実現を図る。

・考えをまとめて文章で

表す活動を繰り返し設定

し、書く力を身に着けさ

せる。

・提示した資料の内容を

整理して、自分の考えを

まとめることができるよ

うにする。

・ICTを活用して自分の

考えを友達と共有し、友

達の意見を取り入れるこ

とで学びを深める。

・課題設定の場面では、

児童がめあてを設定しす

ることで一単位時間で学

ぶことを明確にする。

・ICTの活用して考えを

共有・比較する場面を設

け、多面的な考え方を身

に付ける。

・根拠のある予想をもた

せるために、事象との出

会いの時間を十分に確保

する。

・考察を書く観点につい

て指導して、共有する時

間を設け、考察を書く力

を高め、理科的な思考を

深める。

・小集団での学習を通し

て、正しく拍を打ち正し

い指運びで楽器を弾くこ

とができるようにする。

・歌や合奏を発表し合う

ことで、感じ方の違いに

気付かせ、互いの感じ方

を共有する場面を設定す

る。

・製作方法を理解した

り、想像力を膨らませら

れるよう視覚的な支援を

取り入れる。

・ICTを活用して、友達

と作品について紹介し

合ったり見合ったりして

思いや考えを広げられる

ようにする。

・課題設定や用具、場を

工夫して基本的な動きを

身に付けさせ、児童が体

を動かす楽しさを味わわ

せる。

・友達同士で動きの確認

や場の共有をして、遊び

方や体の動かし方を学び

合える場面を設定する。

・言語活動を通して、言

葉の特徴や使い方などを

理解し、自分の思いや考

えを伝える機会を設定す

る。

・分の構成や順序を意識

して書けるよう、モデル

文を提示する。

・ICTを活用して意見を

共有し、考えを深める場

面を設定する。・

・文章問題などは、問題

を想起しやすいように、

文章を絵や図で表して立

式したり、何を聞かれて

いる問題なのか発問をし

たりする。

・季節の違いを実感し、

四季に親しむことができ

るよう、体験的な活動を

取り入れる。

・ICTを活用し、言葉な

どによる振り返りや気付

きを伝え合える場を適切

に設定する。

5　各教科における授業改善の方策

国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語

国分寺市立第　小学校令和７年度　授業改善推進プラン　

「わかる・できる」喜びや楽しさを実感し、主体的に学びに向かう児童の育成～協働的な学びを通して～

学力・学習状況調査の分析 生活習慣や学習習慣に関する質問調査の分析

（１）「全国学力・学習状況調査」の分析（小学校６年生） （２）都「学びに向かう力等に関する意識調査」の分析（小学校４～６年生） （３）　その他の資料を活用した分析

活用した資料名及び分析結果

東京ベーシックドリル診断テスト算数

（7月実施）

・診断テストでは低学年の定着率は高い

が、4年生以上では分からない内容をそ

のままにしている傾向が見られる。繰り

返し、類似問題に取り組ませ、学び残し

がないようにしていく必要がある。

「学習内容が分かっている」「学習が得意である」という項目においてはどの教科も肯定

的な回答が7割を超えており、学習に対して肯定的に捉えている児童が多い。その一方で、

「どうやったらうまくいくか考えてから学習を進めるようにしている」「テストやドリル

で間違えたときは、似た問題を選んで、特に練習している」や「他の人と意見が違ったと

きは、質問をして相手の考えを確かめている」「自分が考えたことを、積極的に他の人や

先生に伝えようとしている」においては、否定的な回答が3割を超えるなど、学習を自分

なりに調整したり、対話を通して考えを深めるという点に対して否定的、もしくは苦手意

識を持っている児童が一定数いることが分かった。

3教科において、全国や都の平均正答数を上

回っている。特に、国語、算数ともに「知

識・技能」では、8割近い正答数であり、基

礎的・基本的な学力が定着している児童が多

い。しかし、記述式の問題形式では、正答数

が低くなっている。問題を読み取り、文章で

表現することが課題である。

「授業の内容はよく分かる。」や「将来の夢や

目標をもっている。」など肯定的な回答が全国

を大きく上回っている。一方「先生は良いとこ

ろを認めている。」や「大人に相談できる。」

では、否定的に捉えている児童が多く、教師と

児童の関係の所で課題があることが分かり、児

童への積極的な声掛けが必要だと考える。

・東京ベーシックドリルや、ＩＣＴを活用するなど個に応じた指導を繰り返し行い、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る。

・学級が安心して学べる居場所になるよう、「分からない・できないこと」を伝えたり助けたりする活動を重視し、協働的な学びが深い学びにつながることを理解させる。

・探究的な学びや体験活動を通して協働的な学びを充実させ、子供同士で協力しながら様々な課題解決し、表現できる能力を養う。

【授業改善推進プランの活用法】

①「１ 学校として目指す授業」を設定する。

※学校経営方針との関連を確認すること。

②「１ 学校として目指す授業」に関する各種調査の特徴的な課題を「２ 児童

の現状」にまとめる。

③「２ 児童の現状」を基に，学校全体の課題を焦点化して，「３ 児童の学

力・学習状況等の課題」にまとめる。

④「３ 児童の学力・学習状況等の課題」を基に，「４ 学校全体の授業改善の

視点」を設定する。

⑤「４ 学校全体の授業改善の視点」を基に、「５ 各教科における授業改善の

方策」を設定する。 → 学校指導課へ提出する。

⑥12月末に実施状況を評価し、３学期以降の指導に生かす。

評価 ◎…実施した。 〇…一部実施した。 △…未実施
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・議論する時間を意図的

に設け、多様な感じ方や

考え方に出会い、道徳的

価値について自分なりに

考えられるようにする。

・思いを表現しやすくす

るためにICTやワーク

シートなど表現方法を選

択させていく。

・正しい文章かどうか確

認するため、文章をお互

いに見合わせたり、声に

出して確認したりする。

・対話的活動を多く取り

入れる。意見を相手に順

序立てて伝え、友達の考

えを聞くことで思考力を

深める。

・社会的な事象を様々な

視点から捉えられるよう

に、学習問題を設定する

時間を大切にする。

・ICTを活用し、資料か

ら読み取ったことを比

較・整理し、共有するこ

とで、さらに自分の考え

を深める。

・ICTの活用やノート指

導を充実させ、様々な方

法で表現し友達の意見を

共有することで、思考力

を高めていく。

・支援方法を工夫し、児

童が課題別で取り組める

ような場面を設定し、達

成感をもたせる。

・予想を立証するための

実験方法を考えさせてか

ら行うことで、思考力と

知識を定着を図る。

・根拠を明確にできるよ

うに、導入では既習事項

の振り返りや日常生活の

体験を想起させる時間の

充実させる。

・英語を用いて、自分の

考えや気持ちを伝え合う

活動を通して、コミュニ

ケーション力や表現力が

身に付くようにする。

・児童が楽しく主体的に

取り組めるように、活動

内容・学習課題・形態を

工夫する。

・曲想と音楽の構造など

との関りについて理解

し、音楽表現に必要な技

能を身に付ける。

・友達と表現の良さを認

め合い、相手意識をもっ

て演奏する楽しさを感じ

させる。

・見出した活動への楽し

さを共有し、新たな視点

の楽しさを見出す機会を

活動の中に設ける。

・一人一人のペースを大

切に活動を行うと共に多

様な意見を共有し合意形

成を図る活動を取り入れ

る。

・日常生活の中から課題

を設定し、問題解決的な

学習を軸に主体的、協働

的に取り組む。

・製作や実習では、一定

の条件の中で自主的に課

題を選択し、学習を進め

る。

・ペア学習やトリオ学習

を用いながら、技能を伸

ばしたり、思考力を高め

たりする。

・自己や仲間の課題を見

付け、解決の仕方や改善

方法を考えることができ

るよう、解決のための道

筋を児童と共に立てる。


